
ボーリング柱状図

調 査 名 平 成 2 6 年 度 市 営 板 付 住 宅 2 6 棟 耐 震 改 修 工 事 地 質 調 査 委 託
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ボーリング名 Ｎ ｏ ． １ 調査位置 福 岡 市 博 多 区 板 付 三 丁 目 　 地 内 北 緯 3 3 ﾟ  3 4 '  0 0 "

東 経 1 3 0 ﾟ  2 6 '  5 6 "発 注 機 関 福 岡 市  住 宅 都 市 局  住 宅 部  住 宅 建 設 課 調査期間 平成 27年 1月 26日 ～ 27年 1月 28日
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地表面、マサ土で整地している
礫混りマサ土(砂質土)状の土相
φ1～7cm大以下の礫を混入
所々、頁岩の礫片が見られる
孔壁は崩れやすい
含水比は低い
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細中砂主体で粒子不均一
部分的に粘土分を薄く挟む
下部、φ1cm大以下の小礫混入
掘削時、孔壁が崩れやすい
循環泥水では、少量の逸水有り
含水比は低い～高い
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細砂～粗砂主体で粒子不均一
全体にシルト分を少量混入する
若干､φ1cm大以下の小礫混入
孔壁崩壊が著しく、含水比高い

シルト混
じり砂

淡

青

灰

緩

い

比較的、均質な土相で凝灰質
半固結粘土状で粘性が有る
部分的に砂分を混入する
孔壁は自立している
含水比は中位
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細砂～粗砂主体で粒子不均一
所々にφ2cm大以下の礫を混入
若干、粘土分を混入する
掘削時、孔壁が崩れやすい
含水比は高い
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マサ土による二次堆積物の土相
基質は粘土～粗砂主体
礫種は主に花崗岩礫でφ1～5cm
大の亜円～円レキ状が多く非常
に硬い礫である
所々、粘土分を少量混入する
掘削感触より、礫率が高い
掘削時、孔壁が崩れやすい
循環泥水では、少量の逸水有り
含水比は中位～高い
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早良型花崗岩類で軟岩質の岩相
風化が進み褐色土壌化している
コア形状はマサ土（砂質土）状
で細粒～粗粒状となる
孔壁は崩れず、殆ど逸水もない
含水比は低い
Ｎ値は40以上を示し、全体的に
密実な傾向となる
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風化を受け褐色土壌化している
コア形状はマサ土（砂質土）～
岩塊状で細粒～粗粒状となる
所々、岩片が残る
孔壁は安定し、殆ど逸水もない
含水比は低い
Ｎ値は50以上を示し、全体的に
締まる傾向となる
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




